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現
に
大
阪
で
開
會
中
の
博
覺
會
は
其
頭
に
内
國
と
云
ふ
言
葉
と
勘

業
と
云
ふ
言
葉
と
を
戴
い
て
居
る
の
で
す
か
ら
、
其
中
に
入
類
學

に
劉
す
る
特
別
の
部
の
無
い
の
は
勿
論
の
話
で
す
が
、
見
方
に
由

つ
て
は
随
分
人
類
學
上
利
盆
に
成
る
事
が
有
う
ま
す
c
博
覺
會
の

場
外
に
も
此
度
の
催
し
を
機
と
し
て
様
々
の
興
行
が
有
う
ま
す
か

ら
夫
れ
等
を
も
引
き
く
る
め
て
見
る
時
に
は
少
か
ら
澱
入
類
學
上

の
智
識
を
得
る
事
が
出
來
寮
す
。
此
先
き
ま
だ
ニ
ク
月
間
も
開
會

の
事
で
す
か
ら
、
縦
覺
者
の
便
を
謀
つ
て
案
内
記
躰
の
も
の
を
書

く
事
に
致
し
ま
し
尤
c
此
後
見
ら
れ
る
方
に
は
之
を
滲
照
さ
れ
ん

事
を
御
注
意
致
し
懐
す
が
、
既
に
見
ら
れ
疫
方
に
は
是
に
由
つ
て

記
憶
を
喚
起
さ
れ
ん
事
を
あ
勘
め
申
し
、
見
る
機
を
得
ら
れ
な
い

方
に
は
是
に
由
つ
て
景
呪
の
大
概
を
推
察
さ
れ
ん
事
を
希
望
致
し

ま
す
。
如
何
な
る
所
に
如
何
な
る
物
が
有
る
か
と
云
ふ
事
丈
は
前

號
の
雑
報
に
も
出
て
居
ま
す
が
、
此
所
に
は
稽
々
精
し
い
紹
介
を

致
す
積
う
で
有
う
按
す
。
薄
覧
會
見
物
を
仕
た
人
に

「
ど
ん
な
物

を
御
覺
で
し
た
」
と
聞
く
と
多
く
は

「
籐
ウ
物
品
が
澤
山
有
つ
た

の
で
唯
々
色
々
の
物
が
有
る
と
戚
じ
た
丈
て
こ
れ
ぞ
と
云
つ
て
意

に
留
ま
つ
て
居
る
物
も
無
い
」
と
か
或
は

「
今
考

へ
る
と
大
き
な

建
て
物
の
形
が
腸
裡
に
俘
か
ん
で
來
る
丈
で
其
他
の
事
は
ボ
ー
ツ

と
仕
て
居
る
」
と
か
云
ふ
返
事
に
出
會
ひ
ま
す
。
如
何
に
も

一
定

の
目
的
無
し
に
見
物
す
れ
ば
そ
ん
な
も
の
で
有
ム
ま
せ
う
o
私
は

輩
に
娯
樂
と
し
て
博
覺
會
見
物
を
す
る
入
々
も
其
中
で
特
に
何
を

注
意
す
る
と
云
ふ
模
に
仕
尤
な
ら
ば
面
自
味
が

一
層
深
か
ら
う
と

思
ひ
ま
す
o
注
意
す
べ
き
事
は
種
々
有
う
ま
せ
う
o
併
し
入
類
學

の
側
か
ら
見
る
と
云
ふ
の
も
惜
に
面
白
い
見
方
の

一
つ
で
有
う
ま

す
。
或
は
李
生
斯
か
る
事
に
志
し
て
居
ら
諏
人
も
こ
れ
が
爲
に
趣

味
を
解
す
る
に
至
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
若
し
左
様
な
事
が
有
れ

ば
誠
に
幸
で
有
う
ま
す
。

C
第
五
回
内
國
鋤
業
博
覺
會
に
於
け
る
人
類
學

二
九
九
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正
門
を
入
る
と
右
が
農
業
林
業
水
産
等
の
諸
舘
、
左
が
工
業
館
で

有
う
ま
す
が
、
其
邊
に
は
人
類
學
上
注
意
す
べ
き
物
も
見
當
う
ま

せ
ん
。
工
業
館
を
左
に
し
て
中
央
庭
園
を
…進
ん
で
行
と
工
業
館
の

後
の
方
に
道
を
隔
て
ゝ
一
構

へ
を
成
し
π
建
て
物
が
有
る
o
庭
園

の
方
に
向
つ
尤
入
わ
口
の
額
を
見
れ
ば
敷
育
館
と
書
い
て
有
る
。

此
館
の
内
に
は
種
々
参
考
と
成
る
物
が
有
う
ま
す
か
ら
入
つ
て
見

る
が
宜
し
い
。
這
入
つ
て
右
を
見
る
と
美
術
學
校
の
出
品
が
有
つ

て
、
其
隣
が
文
部
省
の
囁
域
、
此
所
に
接
し
て
金
澤
馨
學
專
門
學

校
解
剖
學
敷
室
出
品
の
人
躰
解
剖
摸
型
が
有
る
o
屍
躰
の
實
物
か

ら
型
を
作
つ
て
石
膏
細
工
と
し
着
色
し
泥
も
の
で
、
筋
肉
血
管
等

の
有
標
が
好
く
分
か
る
o
實
際
の
人
躰
解
剖
を
見
る
便
宜
の
無
い

人
々
は
之
を
熟
覗
し
て
入
躰
構
造
の
大
略
を
知
る
が
宜
し

い
.)
同

じ
側
を
進
ん
で
行
く
と
大
阪
の
部
に
達
す
る
、
此
所
に
吉
田
義

一

出
品
の
猿
の
剥
製
、
猫
の
解
剖
實
物
、
辻
喜
午
出
品
の
狸
々
の
骨

格
、
野
澤
利
三
郎
出
品
の
人
躰
内
臓
蝋
細
工
摸
型
、
猿
の
骨
格
、

前
川
善
兵
兵
衛
出
品
猿
解
剖
實
物
等
が
有
る
。
彼
れ
此
れ
比
較
す

れ
ば
人
類
と
獣
類
と
の
躰
格
構
造
上
の
異
同
が
悟
ら
れ
る
。
爾
ほ

一進
ん
で
館
の
端
に
達
し
左
側
に
移
つ
て
壁
上
を
見
れ
ば
開
盛
館
三

　

木
佐
助
出
品
の
猫
の
解
剖
圖
と

猫
の
骨
格

圖
と
が

懸
か
つ
て
居

る
。
こ
れ
も
人
獣
比
較
の
参
考
と
成
る
o
左
側
に
添
つ
て
元
の
方

即
ち
、
入
う
ロ
の
方

へ
戻
ム
乍
ら
注
意
し
て
來
る
と
東
京
の
部
に

美
満
津
商
店
出
品
の
男
女
全
身
解
剖
摸
型
、
入
の
頭
藍
、
人
の
全

身
骨
格
が
有
る
。
是
等
も
前
に
掲
げ
力
金
澤
馨
學
校
及
び
大
阪
野

澤
利
三
郎
の
出

品
と
共
に
人
躰
構
造
を
知
る
爲
に
大
利
盆
が
有

る
o
同
く
美
満
津
商
店
の
出
品
に
人
類
胎
見
の
壇
大
摸
型
が
有
る
o

乙
れ
は
懐
胎
二
週
乃
至
四
週
の
も
の
を
寫
し
た
の
で
、
人
類
發
育

の
大
略
は
是
に
由
つ
て
窺
ふ
事
が
出
來
る
。
菊
地
鋳
太
郎
出
品
畫

學
用
石
膏
摸
型
中
に
も
滲
考
と
戒
る
物
が
有
る
o
夫
れ
は
古
代
彫

刻
の
摸
造
で
有
わ
ま
す
が
、
何
れ
の
鮎
に
注
意
す
べ
き
か
と
云

へ

ば
鼻
の
形

特
に
之
を
側

面
か
ら

見
π
形
が
面

白
い
の
で
有
う
ま

す
。
或
る
物
は
額
か
ら
之
を
鼻
の
端
迄
殆
ど

一
直
線
を
成
し
て
居

ウ
、
或
る
物
は
額
と
鼻
と
の
境
に
凹
み
と
も
云
ふ
可
き
段
が
つ
て

鼻
の
背
は
膨
れ
出
し
て
居
る
o
甲
の
方
は
¥
リ
シ
ヤ
鼻
.
乙
の
方

は

ロ
ー
マ
鼻
と
稽

へ
ら
れ
て
居
る
も
の
で
、
種
族
に
從
つ
て
鼻
の

形
の
襲
る
と
云
ふ
事
、
及
び
ロ
ー
ヤ
、
ギ
リ
シ
ヤ
と

一
ロ
に
云

へ

ど
、
少
く
と
も
鼻
の
形
に
於
て
違
ひ
の
有
る
事
が
分
か
る
。
安
井
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清
出
品
の
入
の
脳
の
摸
型
、
米
山
米
吉
出
品
の
犬
、
兎
、
鳩
、鰐
、

蛙
、
鮭
、
鮫
、
八
ッ
目
鰻
の
…脳
の
摸
型
は
相
接
し
て
陳
列
し
て
有

る
の
で
膿
の
構
造
を
比
較
す
る
に
甚
便
利
で
有
る
o
以
上
敷
育
館

に
於
て
學
ぴ
得
る
の
は
人
類
本
質
關
係
事
項
で
、
人
類
は
其
成
う

立
ち
に
於
て
動
物
の
一
、
哺
乳
漏類
の

一
、
特
に
猿
の
一類
に
近

い
も

の
で
有
る
と
の
事
は
十
分
に
理
解
出
來
や
5
と
思
ひ
ま
す
o
我
々

は
敷
育
館
の
列
品
に
由
つ
て
此
事
を
知
う
得
る
と
同
時
に
、
叉
人

類
を
し
て
他
動
物
と
異
る
看
を
呈
す
る
に
至
ら
し
め
尤
の
は
主
と

し
て
敷
育

の
結

果
で
有
る
と
の
事
を

深
く
戚

ず
る
の
で
有
わ
ま

す
o
元
の
入
う
ロ
か
ら
庭
園
に
出
て
噴
水
塔
と
花
壇
と
の
間
を
横

切
う
、
向
ふ
側

へ
行
き
水
産
館
を
右
に
し
機
械
舘
を
左
に
し
て
進

む
と
遮
蓮
館
の
前
に
出
る
.)
館
内
に
は
通
蓮
に
關
す
る
極
々
の
物

が
有
る
が
我
々
の
目
に
面
自
く
映
ず
る
の
は
京
釜
鐵
道
株
式
會
祉

の
出
品
で
、
本
館
中
央
山
陽
鐵
道
株
式
會
肚
出
陳
の
客
車
の
傍
、

入
h
口
の
方
か
ら
順
に
進
む
と
す
れ
ば
此
客
車
の
右
に
當
つ
て
陳

列
し
て
有
る
○
夫
れ
は
何
か
と
云
ふ
と
韓
國
の
乗
う
物
の
類
で
、

先
づ
第

一
が
甫
輻
と
云
ふ
輿
、
次
は
朝
軒
と
云
つ
て
輿
の
下
に
長

い
棒
を
添

へ
是
に
車

一
つ
を
付
け
義κ
も
の
で
」
雨
人
で
櫓
ぎ
乍
ら

車
に
由
つ
て
押
し
韓
が
し
て
行
く
と
云
ふ
奇
妙
な
乗
う
物
、
夫
れ

か
ら
四
人
輻
と
云
つ
て
四
人
で
旛
ぐ
様
に
し
で
有
る
輿
。
是
等
を

見
れ
ば
韓
國
風
俗
の

一
端
を
窺
ふ
事
が
出
來
ま
す
o

通
蓮
館
の
隣
ム
の
機
械
館
を
通
ウ
越
し
て
其
隣
り
の
参
考
館

へ
行

く
と
我
々
の
駕
に
も
大
に
滲
考
と
戒
る
も
の
が
有
る
。
正
門
通
ム

の
庭
園
の
方
か
ら
入
る
と
す
れ
ば
直
に
左
の
角
に
瑞
穂
屋
出
品
歯

科
用
品
陳
列
棚
が
見
え
る
。
其
中
央
に
飾
つ
て
有
る
人
類
の
顎
骨

は
歯
と
骨
と
の
關
係
を
好
く
示
し
て
居
ま
す
か
ら
、
敷
育
館
で
見

た
所
を
補
ふ
爲
に
熟
覗
す
る
償
値
が
有
ク
費
す
o
中
庭

へ
の
出
口

の
傍
、
左

へ
二
三
間
行
く
と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
寫
眞
師
石
黒
市

太
郎
出
品
の
寫
眞
が
掲
げ
て
有
る
。
右
に
有
る
の
は
フ
ラ
ン
ス
婦

人
、
正
面
の
右
寄
う
の
所
に
有
る
の
は
ア
メ
リ
カ
婦
人
の
寫
眞
。
人

種
容
貌
調
査
の

一
材
料
と
成
る
c
正
門
通
ム
庭
園
か
ら
の
入
ゐ
ロ

の
方
に
戻
つ
て
右
に
曲
つ
て
進
ん
で
行
く
と
左
側
に
紫
幕
を
張
ウ

廻
ら
し
た

一
構

へ
が
有
る
。
幕
に
縫
つ
て
有
る
金
縣
の
文
字
で
も

明
か
に
分
か
る
通
り
、
此
所
に
量
い
て
有
る
の
は

ハ
ワ
イ
か
ら
の

出
品
で
、
其
中
に
土
人
の
容
貌
躰
格
風
俗
習
慣
を
見
る
べ
き
寫
眞

が
澤
山
有
る
。
大
通
ム
を
進
ん
で
右
に
曲
が
る
と
韓
國
出
品
の

一

○
第
五
回
内
國
勧
業
博
覺
會
に
於
け
る
入
類
學

三
〇

一
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構

へ
が
有
つ
て
此
所
に
は
帽
乎
、
履
き
物
、
食
器
、
煙
管
、團
扇
、

敷
き
物
、
簾
等
の
土
俗
品
が
有
る
σ
其
隣
う
に
有
る
清
國
出
品
も

風
俗
を
知
る
助
け
と
成
る
。
其
隣
b
の
ヲ
ラ
ン
ダ
領
印
度
と
云
ふ

札
を
掲
げ
た
所
に
は
中
々
面
白

い
物
が
有
る
。
ジ
ヤ
ヴ
ア
土
人
製

の
木
像
、
踊
6
入
形
、
横
榔
子
入
れ
等
殊
に
意
を
惹
く
に
足
る
。

参
考
館
は
諸
外
國
か
ら
の
出
品
を
置

い
て
有
る
所
、
從
つ
て
夫
れ

夫
れ
の
部
に
關
係
有
る
夫
れ
夫
れ
の
國
の
人
の
來
て
居
る
事
が
有

る
の
で
、
其
邊
を
見
歩
い
て
居
れ
ば
自
然
諸
國
の
人
に
出
會
ふ
事

も
出
來
ま
す
o
参
考
館
の
隣
6
は
カ
ナ
ダ
館
。
夫
れ
を
通
ム
越
し

て
坂
を
登
ム
、
正
面
の
美
術
館
に
付
い
て
左
の
方

へ
曲
が
る
と
右

の
突
き
當
だ
ウ
に
支
那
風
の
建
築
が
見
え
る
o
是
が
評
判
の
高

い

臺
灣
館
で
有
ム
ま
す
。
建
て
物
夫
れ
自
身
が
既
に
臺
灣
家
屋
の
標

本
で
有
ム
ま
す
が
、
館
内
に
入
れ
ば
臺
灣
の
佳
民
及
び
其
風
俗
に

關
す
る
種
々
の
智
識
が
得
ら
れ
ま
す
o

臺
灣
館
の
門
を
入
る
と
右
の
方
が
篤
慶
堂

へ
の
通
路
の
入
ム
ロ
に

成
つ
て
居
る
o
此
入
6
ロ
を
入
る
と
臺
灣
土
人
即
ち
支
那
種
族
の

者
の
室
内
の
有
標
が
其
燈
に
示
し
て
有
る
o
行
き
當
ウ
の
所
を
左

に
曲
が
る
と
壁
に
機
々
の
地
圖
が
下
げ
て
有
わ
ま
す
が
、
殊
に
面

白

い
の
は
臺
灣
住
民
民
族
分
布
圖
で
、
福
建
人
、
廣
東
人
、
内
地

人
、
熟
蕃
入
、
生
蕃
人
、
外
國
人
と
匠
別
し
て
各
の
分
布
が
地
圖

の
上
に
色
別
け
で
示
し
て
有
う
且
つ
圖
の

一
隅
に
は
是
等
の
人
口

の
多
少
を
示
す
表
が
掲
げ
て
有
う
ま
す
。
此
廊
下
の
行
き
當
た
ム

の
所
が
篤
慶
堂
で
此
所
に
は
實
大
の
人
形
が
數
躰
置
い
て
有
る
o

其
種
類
は
新
婚
服
装
の
男
女
、信
侶
、道
士
等
で
容
貌
も
好
く
出
來

て
居
ま
す
が
、服
飾
は
實
物
其
醗
故
、之
を
見
れ
ば
彼
の
地
に
於
て

各
種
の
人
に
接
し
π
心
地
が
し
綾
す
。
是
等
の
人
形
の
側
に
は
風

俗
圖
や
衣
服
雛
形
が
掲
げ
て
有
う
ま
す
o
左

へ
曲
つ
て
中
庭
の
方

へ
出
や
う
と
す
る
と
左
の
方
に
又
地
圖
が
有
る
。
是
れ
は
臺
灣
に

於
け
る
言
語
の
現
祝
を
示
し
尤
の
で
有
る
。
中
庭

へ
出
て
右

へ
曲

が
る
と
隅
の
所
に
臺
灣
料
理
の
店
が
有
つ
て
此
所
の
給
仕
女
に
二

人
の
土
人
が
居
る
。
左

へ
曲
が
る
と
費
店
が
有
ム
、
行
き
止
ま
φ

に
臺
灣
喫
茶
店
が
有
つ
て
此
所
に
も
土
人
の
女
が
居
る
。
中
庭
の

中
央
に
は
奏
樂
堂
が
有
う
、
其
所
に
美
事
な
輪
が
据

へ
て
有
る
o

門
の
所
迄
戻
つ
て
篤
慶
堂
と
反
劃
の
方
に
入
つ
て
見
る
と
此
所
に

は
生
蕃
の
容
貌
を
示
す
寫
興
、
風
俗
を
示
す
諸
標
本
が
有
つ
て
、

各
の
解
説
を
讀
み
な
が
ら
是
等
を
熟
親
す
れ
ば
生
蕃
に
關
す
る
事

○
第
五
回
内
國
勧
業
博
覧
會
に
於
け
る
人
類
學

三
〇
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は
精
く
知
る
事
が
出
來
ま
す
○
右
の
方
は
總
て
臺
灣
物
産
の
陳
列

所
で
は
有
う
ま
す
が
、
此
所
に
竜
住
民
の
生
活
状
態
を
示
す
物
が

澤
山
有
う
ま
す
o
列
品
の
番
人
に
は
土
人
が
用
ゐ
て
有
ム
ま
す
か

ら
、
是
れ
亦
見
逃
が
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
有
ム
ま
す
。

瘍
内
で
注
意
す
べ
き
は
先
づ
此
位
な
も
の
で
す
が
、
場
外
で
是
非

見
な
け
れ
ば
戒
ら
ぬ
の
は
第

一
に
人
類
館
o
此
事
は
前
號
に
載
つ

て
居
る
松
村
氏
の
文
で
好
く
分
か
ゐ
ま
す
か
ら
、
今
詳
記
す
る
は

止
め
に
し
ま
す
o
次
に
見
る
可
き
は
動
物
園
で
、
此
所
に
は
類
人

猿
の
劒
製
、
骨
格
、
及
び
ポ
ル
ネ
ヲ
其
他
附
近
諸
地
方
の
土
俗
品

が
有
め
ま
す
o
前
者
は
人
躰
と
の
比
較
を
試
み
る
に
於
て
債
値
が

有
ウ
、
後
者
は
人
類
現
状
を
知
る

一
つ
の
輔
け
と
成
わ
ま
す
o
世

界

一
週
ジ
オ
ラ
マ
も
或
る
部
分
は
現
状
を
考

へ
る
擦

と
成
う
ま

す
o

以
上
列
畢
し
た
も
の
を
注
意
し
て
見
る
時
に
は
人
類
學
研
究
上
多

少
利
盆
す
る
所
有
る
べ
き
は
疑
ひ
を
容
れ
ま
せ
ん
o
私
は
將
來
内

國
と
限
ら
ず
渤
業
と
限
ら
ぬ
大
博
覺
が
開
設
さ
れ
、
其

一
部
と
し

て
人
類
學
部
の
置
か
れ
る
事
を
望
む
者
で
は
有
ウ
ま
す
が
、
今
回

の
如
き
場
合
に
於
て
竜
心
掛
け
次
第
で
は
人
類
學
上
の
智
識
を
得

る
箏
が
出
來
る
と
云
ふ
事
を
固
く
信
ず
る
㊧
で

有
り
ま
す
。

○

左

得

手

と

右

得

手

(
承
前
)

寺

石

正

路

第
五
右
雄
と
左
維

入
類
が
右
得
手
よ
う
割
出
し
尤
る
風
俗
の
中
猫

一
つ
著
明
に
し
て

濁
立
研
究
の
贋
値
あ
ウ
と
な
す
べ
き
も
の
は
衣
服
の
着
方
に
右
維

左
維
の
囁
別
を
生
ぜ
る
こ
と
是
な
ム

抑
人
類
が
極
め
て
未
開
な
る
原
始
時
代
に
在
う
て
は
素
よ
う
衣
服

も
な
く
裸
躰
め
儘
に
し
て
全
く
動
物
的
状
態
を
以
て
生
活
ぜ
し
な

ら
ん
竜
其
少
し
く
進
歩
せ
る
時
代
に
及
び
て
は
始
め
て
衣
服
を
用

ひ
て
禮
温
を
保
ち
兼
て

一
種
の
粧
飾
と
し
て
之
を
着
用
す
る
こ
と

を
始
め
し
な
ら
ん

借
人
類
が
始
め
て
衣
服
を
着
せ
し
有
機
は
如
何
な
ム
し
や
を
想
像

す
る
に
最
初
は
恐
く
ば
鳥
皮
獣
皮
類
を
無
造
作
に
身
に
纒
ひ
其
少

し
く
進
歩
曾
る
時
代
に
及
び
て
は
植
物
性
動
物
性
の
織
物
を
宇
身

或
は
全
身
に
引
纒
ひ
し
な
ら
ん
然
し
て
か
ゝ
る
場
合
に
在
6
て
は

其
衣
服
の
仕
立
方
も
様
々
に
し
て
袖
あ
る
竜
の
あ
ム
袖
な
き
も
の

○
左
得
手
と
右
得
手

三
〇
三


